
2003年度　ロシア語史
第Ⅰ話　ロシア語の系統図

　19世紀ヨーロッパにおける言語研究は、歴史言語学、とりわけ比較言語学の分野で著しい発
達を遂げた。世界の言語の類縁関係が調査され、言語の系統を特定するための研究が進められ
た。特にヨーロッパを中心とする地域の諸言語に関しては、文献資料の豊富さもあって、多く
の言語の系統が明らかにされ、「インド・ヨーロッパ語族」、通称「印欧語族」という言語の
グループ分類が成立したのである。

　比較言語学では、主として音韻、基本語い、文法構造の三つの面から複数言語を比較して、
その類縁関係の遠近性を明らかにしている。印欧語族は、およそ５千年前に共通の祖語からい
くつもの言語グループに枝分かれしたと考えられているが、祖語の存在についてはあくまで仮
説に過ぎない。次表は、印欧語族に属する主要な語派および言語である。

印欧語族

├ゲルマン語派 英語、ドイツ語、オランダ語
├ロマンス語派 フランス語、イタリア語、スペイン語
├スラブ語派 ロシア語、ポーランド語、ブルガリア語
├ケルト語派 アイルランド語、ウェールズ語
├バルト語派 リトアニア語、ラトヴィア語
├ギリシア語

└インド・イラン語派 ヒンディー語、ペルシア語

　共通の祖語を使用していたであろう古代スラヴ人は、東ヨーロッパ地域、具体的にはカルパ
チア山脈の北麓、ビスワ川の中流域を中心に、西はエルベ川、東はドニエプル川にわたる地域
に居住していたと考えられている。これは現在の地図では、ポーランド南部からウクライナ西
部の地域に当たる。スラヴ語派は、紀元後の数世紀の問に徐々に方言的分化が起こって、７～
８世紀ごろ西スラヴ語派、南スラヴ語派、東スラヴ語派に明確に３分割される。その後東スラ
ヴ語は、地域ごとに異なった歴史を歩むなかでさらに方言化が進み、14～15世紀ごろまでには
今日のロシア語、ウクライナ語、ベロロシア語が形成された。このように、スラヴ語派は分化
の過程が比較的新しいので、スラヴ諸語は相互の近親性が大きいという特徴を持つ。現在のス
ラヴ語派を図示すると、次のようになる。

スラヴ祖語

　┌───────────┬──────────┐

西スラヴ語派 南スラヴ語派 東スラヴ語

ポーランド語 ブルガリア語 ロシア語
チェコ語 セルビア語 ウクライナ語
スロヴァキア語 クロアテイア語 ベロロシア語
ソルブ語 スロヴエニア語

マケドニア語
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　ロシア語はヨーロッパの言語の一つで、ウクライナ語とベロロシア語と最も近い関係にあ
り、チェコ語、ポーランド語、ブルガリア語などともある程度共通する昔韻と語い、文法構造
を持つ。簡単な例文や表現を挙げて、比較すると実感がつかめるかもしれない。それでは例
文。

1.
– ä‡ÙÂ, ÏÓÎfl? コーヒー、いかがですか。

カフェ モーリャ

– Ñ‡, ·Î‡„Ó‰‡fl. ええ、ありがとう。いただきます。

ダ ブラゴダリャー

– ë˙Ò Á‡ı‡? 砂糖は入れますか。

サズ ザーハル

– çÂ, ·Î‡„Ó‰‡fl. ÅÂÁ Á‡ı‡. いいえ、結構です。砂糖なしで。

ネ ブラゴダリャー ベズ ザーハル

– ÖÚÓ, Á‡ÔÓ‚fl‰‡ÈÚÂ! さあ、どうぞ。

エト ザポヴャーダィテ

– Ñ‡, ·Î‡„Ó‰‡fl ÏÌÓ„Ó. ええ、どうもありがとう。

ダ ブラゴダリャー ムノーゴ

– åÓÎfl. どういたしまして。

モーリャ

2.
– Oto pana klucz. Winda jest na prawo. これが鍵です。エレベータは右です。

オト パナ クルチ ヴィンダ イェストナプラヴォ

– Dziekuje. A gdzie tu jest restauracja? ありがとう。レストランはどこ。

ジェンクイェン ア グジェ トゥイェスト レスタウラツィヤ

– Tam na lewo, prosze pana. あちら左手です。

タム ナ レヴォ プロシェン パナ

– Czy mozna jeszcze cos zjesc? まだ何か食べられますか。

チ モジナ イェシチェ ツォシ ズィイェシチ

– Owszem, mozna. はいもちろん。食べられます。

オフシェム モジナ

– To dobrze. Dobranoc! それはよかった。おやすみなさい。

ト ドブジェ ドブラノツ

– Dobranoc panu. おやすみなさいませ。

ドブラノツ パヌ

3.

– É‰Â Á‰ÂÒ¸ ÔÓ˜Ú‡? この辺りはどこに郵便局がありますか。

– èÓ˜Ú‡ …? çÂ ÁÌ‡˛. 郵便局ですか。知りません。

– ü ÁÌ‡˛. ÇÓÚ ÓÌ‡. 私は知っています。ほらそこです。

– ëÔ‡ÒË·Ó. ありがとう。

– èÓÊ‡ÎÛÈÒÚ‡. どういたしまして。
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　スラブ民族の発生があって以来、５～６世紀までにはかなりのところまで自分たちの版土を
拡大していって、スラブ人の間には南、西、東という３つのグループがすでにできあがってい
たらしい。スラブ諸民族の分化にともなって、共通スラブ語も、それぞれ独立した言語へと枝
分かれしたのである。なお、ここでいう共通スラブ語は、架空の言語であって、実在したかど
うかは確かめられていない。

　東スラブ（古代ロシア）語とは、スラブ人の祖先から枝分かれした東部グループの言語のこ
とである。これは７～９世紀にかけて成立したらしい。９～12世紀初頭に東スラブ（古代ロシ
ア）国家であるキエフ・ルーシが歴史に現われる。キエフ・ルーシの住民は、互いに近い関係
にある東スラブ（古代ロシア）語の諸方言を話していた。

　12～13世紀にキエフ・ルーシは、別々の領土に分裂してしまう。東スラブ（古代ロシア）語
も、ロシア語、ウクライナ語、ベロロシア語の３つの言語に分かれることとなる。これらの言
語はおおむね、14世紀には枝分かれを済ませている。

　キエフ・ルーシの北東周辺部に、14世紀にモスクワ・ルーシが建国され、その住民は、こと
ばとしてようやく形が整いつつあったロシア語を話していた。したがってモスクワ公国以降の
ロシア語は、３つの東スラブ系民族のうち大ロシア人だけが話す言語ということになる。

　これまでをまとめてみよう。いわゆる生粋のロシア語とは、一つに共通スラブ語、二つに東
スラブ（古代ロシア）語、そして三つ目にロシア語固有、という３層建ての単語から成ってい
るといえる。一例を挙げてみよう。

共通スラブ語時代（紀元前？）
ロシア語 ウクライナ語 ポーランド語

頭 „ÓÎÓ‚‡ „ÓÎÓ‚‡ glowa

水 ‚Ó‰‡ ‚Ó‰‡ woda

民衆 Ì‡Ó‰ Ì‡Ó‰ narod

魚 ˚·‡ Ë·‡ ryba

鳥 ÔÚËˆ‡ ÔÚ‡ı ptak

若い ÏÓÎÓ‰ÓÈ ÏÓÎÓ‰ËÈ mlody

白い ·ÂÎ˚È ·iÎËÈ bialy

東スラブ語時代（７～９世紀）
ロシア語 ウクライナ語 ポーランド語

平和 ÏË ÏË pokoj

話す „Ó‚ÓËÚ¸ „Ó‚ÓËÚË gadac

住む ÊËÚ¸ ÊËÚË mieszkac

ロシア語固有（14世紀以降、現用語いの大部分を占めている）
あずまや ·ÂÒÂ‰Í‡ < ·ÂÒÂ‰‡

道に迷う Á‡·ÎÛ‰ËÚ¸Òfl
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参考語群

朝食 Á‡‚Ú‡Í ÒÌi‰‡ÌÓÍ sniadanie

町 „ÓÓ‰ ÏiÒÚÓ miasto

市場 ˚ÌÓÍ ËÌÓÍ rynek

新聞 „‡ÁÂÚ‡ „‡ÁÂÚ‡ gazeta

　ことばは、人間の社会活動のうちもっとも古いものに数えられる。人間は長い間ことばを
使ってきたが、文字を考案したのはほんの数千年前にすぎない。単語の大部分は、太古の昔に
起源を発しているのであろうが、それらの道筋をたどるには、入念で、たくさんの知識が求め
られる。こうした研究の結果、ことばの起源だとか、語形や意味の発達具合、ほかの言語との
結びつきなどが明らかにされている。さしずめ比較言語学あたりにスポットライトがあたりそ
うだ。概説書として手元にあるものを挙げてみよう。

1. 高津春繁著『比較言語学入門』岩波文庫、1992年
2. 風間喜与三著『比較言語学史』岩波新書
3. 小泉保著『教養のための言語学コース』大修館書店、1989年

　誰もが特殊な言語研究書を読むようには訓練されているとは限らないにしても、簡潔で、平
易なことば遣いで、そしてこれが大切なのだが、おもしろおかしく、ことばの歴史を解説して
くれる普及本があれば、なおよい。一例を挙げてみよう。

1. Ç ÏËÂ ÒÎÓ‚, ç.å.ò‡ÌÒÍËÈ, åÓÒÍ‚‡, "èÓÒ‚Â˘ÂÌËÂ", 1985

2. ëÎÓ‚Ó Ó ÒÎÓ‚‡ı, ã.Ç.ìÒÔÂÌÒÍËÈ, ãÂÌËÌ„‡‰,"ÑÂÚÒÍ‡fl ÎËÚÂ‡ÚÛ‡", 1982

3. èÓ ‰ÓÓ„‡Ï Ë ÚÓÔËÌÍ‡Ï flÁ˚Í‡, ã.Ç.ìÒÔÂÌÒÍËÈ, åÓÒÍ‚‡, "ÑÂÚÒÍ‡fl

ÎËÚÂ‡ÚÛ‡", 1980

4. êÛÒÒÍÓÂ ÒÎÓ‚Ó, ã.Ä.Ç‚Â‰ÂÌÒÍ‡fl Ë ‰., åÓÒÍ‚‡, "èÓÒ‚Â˘ÂÌËÂ", 1987

5. ä ËÒÚÓÍ‡Ï ÒÎÓ‚‡ (‡ÒÒÍ‡Á˚ Ó Ì‡ÛÍÂ ˝ÚËÏÓÎÓ„ËË), åÓÒÍ‚‡,

"èÓÒ‚Â˘ÂÌËÂ", 1986

6. ÅÂÒÂ‰˚ Ó ÛÒÒÍÓÏ ÒÎÓ‚Â, á.ç.Ñ˛ÒÚÓ‚‡ Ë ‰., åÓÒÍ‚‡, "áÌ‡ÌËÂ", 1978

　こうした本には単語の生い立ちの２つの側面のうちの一方、すなわち太古の昔から現代に至
るまでの道筋が、時系列にそって、歴史的な流れに沿って書かれている。

　もっとも古い発生とされる単語は、‚Ó‰‡, ·ÂÎ˚È, „Ó‡, ıÓÓ¯Ó などという日常語いであ
る。ところがこれらの単語は、経歴を調べるのがもっともやっかいな代物でもあるのだ。源流
をたどるには証拠のほとんど残っていない時代にまで探索の手を伸ばさなければならない。

　さらに同じ印欧語族の英語と比較対照してみると、さまざまな点で類似性を見出すことがで
きる。例えば、次のような基礎語いを現代のロシア語と英語で比べてみよう。

息子 Ò˚Ì son
娘 ‰Ó˜¸ daughter
兄弟 ·‡Ú brother
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姉妹 ÒÂÒÚ‡ sister
水 ‚Ó‰‡ water
ミルク ÏÓÎÓÍÓ milk
２ ‰‚‡ two
３ ÚË three

これらの単語は、人間の生活に必要な根源的な語で、どの民族でも古代から使われてきたもの
で、外来語ではない。類縁関係の遠い両語のことだから発音上の差異はあるものの、基本的な
音韻構造は相似しているのである。同様に文法の面でも、ロシア語と英語は、共通するものが
ある。一例を挙げれば、人称代名詞・関係代名詞の存在、動詞に時制がある、性質形容詞に比
較級がある等、相似する文法カテゴリーを持つことである。
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